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確である FBM(Flashbulb Memory) 現象を基点に論を展開する。高木によれば、記憶とは
流動そのものである。記憶が流れるその向きを内在的に経路づけるのは、社会文化的な合
理化の力とともに、主体が出来事の渦中において取り、想起時まで持続してきた身体の姿
勢である。「想起可能性の束としての身体」(p.247)こそが記憶の「本体」だといえる。
　菅原論文は、ボツワナのグイによる生活史の語りを題材に、手ぶりの形態や手ぶりと発
話の連動の特徴に論点を絞って議論を進める。手ぶりはコード化された記号ではないが広
義の記号的な意味作用を有しており、とくにある程度パターン化し、つよい喚起力を有す
るイディオムがある。とりわけ印象的な事例は、手ぶりにより現前に虚環境を立ち現せな
がら、そこを共同探索するグイの鮮やかな同調実践である。菅原は身体が環境との関わり
により言語的思考の手前で掴みとっている意味世界の究明こそが、人類学が探究すべき課
題であると記す。
　第 10章の青木論文は、ことばのテキスト化により分析の対象外とされてしまう声を発
話と身体の結び目として位置づけ、その実在性に光をあてる。青木は、一回ごとの発話で
示される「声の身ぶり」とその反復から生じる「声の身構え」という概念を導入し、イン
ドネシア・フローレス島の二つの社会における声の現象に接近する。両社会で用いられる
言語は同一言語の方言といえるほどに記号性としては似通っているが、声の身ぶりと身構
えについては固有の内容を有しており、社会関係を形成し儀礼を執行する場面において、
他者との異なる共在のあり方を方向づけている。
　第 11章の藤田論文では、著者が参与観察した能の練習現場の風景から古典音楽・芸能
における独自の学習習慣が抽出される。レッスンの過程では、弟子は師匠の忠実な模倣に
励むことを強制され、パターンの応用は禁止される。また他のパートに反応することは抑
制され、むしろ無関心を義務付けられる。藤田はこの模倣と無関心の背景に、型を「具体
的＝体を具えている」ものと見立てる、古典芸能・音楽における型への理解があると論じ
る。
　第 12章の定延論文は、現代日本語の文法や言語がいかなる意味で身体化されているの
かを問う。定延は言語により得られる情報を共有可能性の高い知識と低い体験に分類し
て、体験を語る文法は話者の「生」や「会話」にもとづいた「身体化された文法」である
と特徴づける。また特定の役割語と結びついた「キャラクタの文法」の身体化をめぐる論
述もすすめ、体験を語る文法が連辞的関係を扱うのに対して、キャラクタの文法は範列的
関係を扱う点で、両者が文の構成において相補的なものであることを指摘する。
　第 13章の松嶋論文の舞台は、精神病院が 1970年代から廃止され、精神保健が地域の生
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活空間でおこなわれるようになったイタリアである。松嶋によれば、精神医療の語義はギ
リシア語に遡ると「プシューケーに対する配慮」と翻訳できる。プシューケーとは、環境
との相互作用のなかで「生きている」ことの原理であり原因である。病院からの退院後に
周囲の人たちから配慮を受けつつ自律した生を営んだある女性の人生は、地域社会で実践
されているのがデカルト的な「精神」への治療ではなく、「プシューケーに対する配慮」
そのものであることを浮き彫りにする。
　第 14章の石井論文は、南インドの憑依をともなう神霊祭祀ブーケの内容を、憑坐かつ
踊り手の役割と経験に焦点を当てて分析する。神霊の憑坐となりそのパースペクティヴを
身につけるためには、儀礼の場で近しい他者を能動的に模倣するだけではなく、受動的か
つ偶有的に神霊から恩寵として憑依される必要がある。さらに神霊としてふるまうために
は、神霊と自己のパースペクティヴを双方ともに心身にとどめ、その二重性の間を戯れる
技芸が求められる。人は憑依をとおして「人間の外に出る」し、その外の世界からのパー
スペクティヴをとおして人間としてのあるべきふるまいを体得するのである。
　第 15章の松田論文が取り上げるのは、2007年の大統領選挙後に各地で暴動が発生した
ケニアである。この時期にナイロビのカンゲミ地区では暴動が発生せず、住民はパトロー
ル隊を結成して治安を維持した。数多の研究は、紛争の原因を「部族対立」など人びとが
抱く表象主義的な世界認識に帰着させてきたが、この説明ではカンゲミの平穏を説明でき
ない。松田はパトロール隊参加者の語りから、過去に暴力へ巻きこまれた身体経験から生
成した世界認識が、「暴動を予防する身体」をつくりだしたのだと結論づける。
　第 16章の水谷論文は、バーチャルリアリティ（VR）世界での生活は、リアル（R)世
界における身体をとおした外的環境との関係を欠落させているという議論や、人工機械
に依拠した R世界の劣化版であるとの評価に対して、二つの世界のちがいは技術的に縮
減可能なものでしかないとの知見を示す。さらに水谷は、VRを道徳的に劣ったものと見
なす態度は、R世界を生きる身体への「慣れ」に依拠した保守性の表明になりかねないこ
と、VR世界は R世界と同様に「改良」をとおして、より「善い」世界になる可能性を含
んでいることに言及して論を終える。
　このように本書の事例部は、数学者の研究実践を肉体なき身体＝超身体という概念を創
出して論じた木村らの論文に始まり、身体なき VR世界が開く地平を見据えた水谷論文で
締めくくられる。評者は、第 1章から肉体性を基軸に据えた常識的な身体性概念にゆさぶ
りをかけられ、終章で唯脳論こそ知覚の本質を突く理論ではないかとの印象を抱かされな
がら本書を閉じた。菅原は本書と関わりの深い前著［菅原 2010〕で、自己の立場を「身
体実在論」や「唯身論」と呼んでいるが、この立場に抵触しかねない内容を含んだ論考を
本書の両端に配置することで、身体化をめぐる議論の一元化ではなくその活性化こそを目
指すという序章におけるみずからの指摘を実現している。この点以外にも、身体化をめぐ
る理論と発想の「新しさ」を相対化する論考として読むことができる内堀論文や、表象主
義批判の妥当性をめぐり哲学の立場からきびしい診断をくだしている鈴木論文、記憶と身
体の関係を論じた各章の立論における身体範疇のずれなど、本書には上質な論文集を読む
際の醍醐味である論考間の学的緊張に満ちている。各章で濃密な議論が展開されている本
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書を読みとおすことは骨の折れる作業だが、読者にはぜひ通読してこの醍醐味を味わって
いただきたい。
　最後に一点、本書で「フィールドワークにおける身体化」に正面から取り組んだ論考が
なかったことはやや意外であった。編者自身がフィールドワークとは「現地の生活にどっ
ぷりと浸かりこみ、調査者の身体をゆっくりと変容させることを必須の条件とする他に類
のない思考の方法」(p.ii)だと指摘しているからである。この指摘は、「彼らの身体化」へ
の理解とは、フィールドにおける調査者自身の身体の変容と相互反照的にしか進展しえな
い事態であることを含意している。調査対象の内的論理に接近できたという「実感」［松
田 1997］が、いかなる自己の身体の変容をとおして芽生え育まれたのかを丹念に跡づけ
ることで、身体化の人類学は、1980年代に興隆し「実験的民族誌」を残したあとに影を
潜めた「フィールドワークの認識論」に、より原理的な議論の可能性を開くだろう。
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